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研究成果の概要（和文）：本研究は、抗PD-L1抗体を腫瘍溶解性ウイルス表面に発現させることにより、ウイル
スにPD-L1発現細胞への指向性を付加するだけでなく、免疫チェックポイント阻害剤としての機能を付加した画
期的な新規ウイルスを開発することを目的とした。抗PD-L1抗体遺伝子ベクターの構築に成功したが、目的のウ
イルス（HF10αPD-L1）の作成には至っていない。マウス扁平上皮癌SCCⅦの両側側腹部腫瘍に対するHF10と抗
PD-L1抗体との併用により、両側の腫瘍に対して強い抗腫瘍効果を示した。この抗腫瘍効果の増強には腫瘍への
免疫細胞の浸潤の関与が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a novel oncolytic virus that not 
only has a tropism for PD-L1-expressing cells but also has a function as an immune checkpoint 
inhibitor. We have succeeded in constructing the anti-PD-L1 antibody gene vector, but have not yet 
created the desired virus. The combination of HF10 and anti-PD-L1 antibody against the bilateral 
flank tumors of mouse squamous cell carcinoma SCC VII showed a strong antitumor effect on the 
bilateral tumors. It was suggested that the infiltration of immune cells into the tumor is involved 
in this enhancement of antitumor effect.

研究分野： 腫瘍免疫学

キーワード： 腫瘍溶解性ウイルス　免疫チェックポイント　PD-L1　癌免疫

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
腫瘍への免疫細胞の浸潤について検討した結果、HF10単独ならびに抗PD-L1抗体との併用群でT細胞、マクロファ
ージ、NK細胞、樹状細胞の浸潤が高率に認められ、これら免疫細胞の腫瘍への浸潤が併用効果の増強に関与する
ことが考えられる。この結果はHF10αPD-L1の強い抗腫瘍効果を期待させる。本研究によって得られた結果はウ
イルス療法の新たな展開だけでなく、免疫細胞療法分野にも新しい知見を提供し、外科的切除のみでは治癒不可
能な多くの癌患者さんの生命予後に寄与する可能性がある

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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